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指定河川洪水予報の氾濫危険情報を予測でも発表

令和4年
6月13日～
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■避難指⽰（警戒レベル４）に対応する⽔位である「氾濫危険⽔位」は、全国的には、「避難勧告等の
判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」（内閣府平成26年9⽉）および、それに準じた「危険⽔位及
び氾濫危険⽔位の設定要領」（原則、堤防天端で越⽔する時点を避難完了とし、氾濫危険⽔位が避難
指⽰に対応するという考え⽅）に沿って設定することとなっている。

■⼀⽅、三重四川の観測所の多くでは、河道の整備状況や⽔位情報の浸透状況等を勘案し、平成26年以
前に設定された避難判断⽔位の値（＝避難指⽰（当時は避難勧告）に対応していた値）を、「氾濫危
険⽔位」と読み替えて運⽤してきた経緯がある。

■今般、近年の避難情報等を踏まえ、現状の各河川の整備状況・流下能⼒等の変化を考慮し、リードタ
イムの再検討を⾏う。

氾濫危険⽔位の設定⽅法の概念図（イメージ）

⾒直し検討⽅針
■近年の河道の流下能⼒・評価⾼
（危険箇所設定条件）の変化状況の確認
■現⾏値設定時の流下能⼒・評価⾼と
現状の違いの確認

■上位を踏まえた、リードタイムの⾒直しの
必要性と、⾒直し案の整理

■⾒直し案についての各⾃治体への意⾒照会

リードタイムの再検討について
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避難勧告発令

避難指示発令

H26より前の設定 現行の設定
H26内閣府
ガイドライン

避難指示発令
（警戒レベル４）

▼氾濫危険水位 ▼氾濫危険水位

▼氾濫危険水位▼避難判断水位 ▼避難判断水位

▼避難判断水位

避難完了までの
リードタイム

避難完了までの
リードタイム

避難完了までの
リードタイム

堤防天端高さ


